
マイナンバーカードが

健康保険証として

利用できます！

医療機関や薬局の受付で
マイナンバーカードを
顔認証付きカードリーダーに
置いて本人確認！
カードの顔写真を機器で確認します。※顔写真は機器に保存されません。

どうやって
使うの？

とっても
簡単！

 受 付

スッと置いて
ピッと認証！

利用申込受付中！利用申込受付中！

令和４年７月改訂

※医療機関・薬局によって開始時期が異なります。
　利用できる医療機関・薬局については、ステッカーやポスターが目印です。裏面をご覧ください。

どんないいことがあるの？

※マイナンバーカードの健康保険証利用には、ICチップの中の「電子証明書」を使うため、医療機関や薬局の受付窓口でマイナンバー（12桁の数字）を取り扱う
　ことはありません。また、ご自身の診療情報がマイナンバーと紐付くことはありません。
※従来の健康保険証が利用できなくなるわけではありません。

ウラ
面も
見て
ね！

本人が同意をすれば、
初めての医療機関等でも、
特定健診情報や今までに使った
薬剤情報が医師等と共有できる！

お薬

より良い医療が
可能に！

マイナポータルで
自身の特定健診情報や

薬剤情報・医療費通知情報が
閲覧できる！

自身の健康管理に
役立つ！

マイナポータルを通じた
医療費通知情報の自動入力で、
確定申告の医療費控除が
よりカンタンに！

オンラインで医療費控除が
より簡単に！

限度額適用認定証がなくても
高額療養費制度における

限度額を超える支払が免除される！
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手続きなしで限度額を超える
一時的な支払が不要に！ 就職・転職・引越をしても

健康保険証としてずっと使える！
医療保険者が変わる場合は、
加入の届出が引き続き必要です。

健康保険証として
ずっと使える！



今後のスケジュールは？
現在
●医療機関・薬局などで、マイナンバーカードの健康保険証利用が可能に
　※利用できる医療機関・薬局は右のステッカーやポスターが目印です。また、厚生労働省ホームページでも案内しています。

●マイナポータルで、医療費通知情報の閲覧が可能に

2023年１月から電子処方箋が運用開始予定

https://myna.go.jp/html/hokenshoriyou_top.html

申込方法は
特設ページでも
確認できます！

マイナンバー総合
フリーダイヤル 0120-95-0178

マ ナンイ バー

平　日 : 9時30分～20時00分
土日祝 : 9時30分～17時30分

音声ガイダンスに従って「４→２」の順にお進みください。
受 付 時 間（年末年始を除く）

健 康 保 険 証 利 用 申 込 の お 問 い 合 わ せ

ステッカー
厚生労働省
ホームページポスター

●セブン銀行ATMでも申込できる！

まずは必要なものをチェック！
❶申込者本人のマイナンバーカード
　＋あらかじめ市区町村窓口で設定した暗証番号（数字４桁）
❷マイナンバーカード読取対応のスマホ（又はPC＋ICカードリーダー）
❸アプリ「マイナポータル」のインストール

申込はカンタン！利用には申込が必要です

iPhone Android

●「マイナポータル」を
　起動する。

●「健康保険証利用申込」を
　タップする(押す)。

1

申込完了

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

●利用規約等を確認して、同意する。
※併せて、マイナポータルの利用者登録が行えます。

●マイナンバーカードを読み取る。
数字４桁の暗証番号を入力し、マイナンバーカードを
スマホにぴったりと当てて、読み取り開始ボタンを
押します。

!!

マイナンバーＰＲキャラクター
マイナちゃん

ここをタップ（押す）！

●スマートフォンからマイナポータルで申込

医療機関・薬局の
顔認証付きカードリーダー
でも申込できるよ

●確定申告における医療費控除の手続きで、マイナポータ
　ルを通じて医療費通知情報を自動入力することが可能に
　※２０２１年９月分以降の医療費通知情報が自動入力できるようになりました。

●マイナポータルで、特定健診情報、薬剤情報の閲覧が可能に
※特定健診情報は２０２０年度以降に実施したものから５年分（直近５回分）の情報が
　閲覧できるようになりました。
※薬剤情報は２０２１年９月に診療したものから３年分の情報が閲覧できるようになり
　ました。

●マイナポータルでリアルタイムに処方や調剤された薬剤の情報閲覧が可能に



初回のみマイナンバーカードの健康保険証利用の申込が必要です！

申込方法 顔認証付きカードリーダーで申込

スマートフォンに
「マイナポータルAP」を
インストールする

「マイナポータルAP」を
起動する

※マイナンバーカード読取対応の

スマートフォンが必要です。

※利用規約等の確認・同意が必要です。

※数字4桁の暗証番号が必要です。

☚
このボタンを
タップ

顔認証付きカードリーダーに

マイナンバーカードを置く

マイナンバーカードを

保険証として登録する

ボタンを選択

申込完了！

マイナンバーカードを

保険証として登録しますか？

登録する

登録せずに終了

※上記画面はイメージです。実際の操作

画面とは異なる可能性があります。

医療機関・薬局でできますが、
申込完了までに少しお時間を
いただく場合があります。

利用規約は裏面をご確認ください

マイナンバーカードを健康保険証として

マイナポータル 利用規約 検索

利用規約はWEBサイトでも確認できます！

本日から利用の場合

申込方法 スマートフォンで申込
次回から利用の場合

申込方法 セブン銀行のATMで申込

全国のセブン銀行のATMでも申込が可能です。お近くのセブン銀行ATMでお手続きください。

「申し込む」をタップし、
マイナンバーカードを
読み込み、申込完了！



マイナポータル利用規約

マイナポータル（以下「本システム」という。）が提供する各種サービスを利用された方は、
下記の利用規約に同意したものとみなします。

記

（目的）
第１条 本利用規約は、内閣府番号制度担当室が運営する本システムの利用に関し、システム
利用者に同意していただくことが必要な事項を定めることを目的とします。

（定義）
第２条 本利用規約で使用する用語の定義は、次の各号のとおりとします。
一 「マイナポータル」とは、やりとり履歴、あなたの情報、お知らせの表示や子育てワン
ストップ等の各種情報提供、電子申請等のサービスを提供するウェブシステムをいいます。
二 「システム利用者」とは、本システムを利用して本システムが提供する各種サービスの

利用を行う者をいいます。
三 「利用者証明用電子証明書」とは、マイナンバーカードに格納され、マイナポータルに

ログインした者が、利用者本人であることを証明する電子証明書をいいます。
四 「利用者フォルダ」とは、システム利用者本人及びその代理人だけが利用できる、シス

テム上の一時的なデータ格納場所をいいます。

（システム利用者の責任）
第３条 システム利用者は、自己の責任と判断に基づき本システムを利用し、本システムの利
用に伴って取得した以下の情報及び利用者フォルダを適切に管理するものとし、内閣府番号制
度担当室に対しいかなる責任も負担させないものとします。
一 やりとり履歴
二 あなたの情報
三 お知らせ
四 その他、システム利用者が閲覧、取得し管理している電子情報

２ システム利用者は、本システムに関する法令（法令の規定により定める事項を含みます。
以下同じ。）及びマイナポータルウェブサイト（https://myna.go.jp）に掲載する事項に従って、
本システムを利用するものとします。

（アカウント登録に当たりシステム利用者が内閣総理大臣に対して同意する事項）
第４条 システム利用者が、本システムにアカウント登録する場合、内閣総理大臣に対して次
に掲げる事項について同意したものとみなします。
一 地方公共団体情報システム機構（以下「機構」という。）に対して、住民基本台帳法

（昭和42年法律第81号。以下「住基法」という。）第30条の32の規定による自己の本人確認情
報（住基法第30条の６に規定する本人確認情報をいう。以下同じ。）のうち住民票コードの開
示請求（以下「開示請求」という。）を行うことを委任すること。
二 前号の開示請求について、自己の本人確認情報の開示先を総務大臣とすることとして機

構に対して開示請求を行うこと。
三 前二号の規定による開示請求のために、システム利用者に係る認証業務情報（電子署名

等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律（平成14年法律第153号。以下
次項において「公的個人認証法」という。）第44条に規定する認証業務情報をいう。以下同
じ。）を機構において利用すること。
２ 内閣総理大臣は前項の開示請求を行うに当たって、システム利用者が本システムにログイ
ンする際に利用した利用者証明用電子証明書の発行の番号（公的個人認証法第26条の規定によ
り利用者証明用電子証明書に記録された事項をいう。以下同じ。）を利用するものとします。

（アカウント登録に当たりシステム利用者が機構に対して同意する事項）
第５条 システム利用者が、本システムにアカウント登録する場合、機構に対して前条の規定
による開示請求に係る本人確認情報の開示を電磁的記録により行うことについて同意したもの
とみなします。

（健康保険証利用登録申請に当たりシステム利用者が内閣総理大臣に対して同意する事項）
第５条の２ システム利用者が、健康保険証利用登録申請する場合、内閣総理大臣に対して次
に掲げる事項について同意したものとみなします。
一 機構に対して、住基法第30条の32の規定による自己の本人確認情報のうち住民票コード

の開示請求を行うことを委任すること。
二 前号の開示請求について、自己の本人確認情報の開示先を総務大臣とすることとして機

構に対して開示請求を行うこと。
三 前二号の規定による開示請求のために、システム利用者に係る認証業務情報を機構にお

いて利用すること。
四 社会保険診療報酬支払基金（以下「支払基金」という。）に対して、システム利用者の

健康保険の被保険者番号及び保険者名の開示請求を行うことを委任すること。
五 前号の開示請求について、開示先を内閣総理大臣とすることとして支払基金に対して開示
請求を行うこと。
六 前号の規定により開示を受けた被保険者番号及びシステム利用者が本システムにログイ

ンする際に利用した利用者証明用電子証明書の発行の番号を、支払基金に提供すること。
七 第二号の規定により開示を受けた保険者名を、保険者ごとの健康保険証利用登録の件数

を把握するために利用すること。
八 機構に対して、システム利用者の利用者証明用電子証明書の発行の番号を送信すること。

２ 内閣総理大臣は前項の開示請求を行うに当たって、システム利用者が本システムにログイ
ンする際に利用した利用者証明用電子証明書の発行の番号を利用するものとします。

（健康保険証利用登録申請に当たりシステム利用者が機構に対して同意する事項）
第５条の３ システム利用者が、健康保険証利用登録を申請する場合、機構に対して次に掲げ
る事項について同意したものとみなします。
一 前条の規定による開示請求に係る本人確認情報の開示を電磁的記録により行うこと。
二 前条第八号の規定によるシステム利用者の利用者証明用電子証明書の発行の番号の送信

を受けた場合に、当該利用者証明用電子証明書の発行の番号を利用して、当該利用者証明用電
子証明書の発行以前に当該システム利用者に対して発行された利用者証明用電子証明書の発行
の番号（以下「旧番号」という。）を探索すること。
三 前号の探索の結果、旧番号が存在する場合には、旧番号を内閣総理大臣に送信すること。
四 第二号の探索の結果、旧番号が存在しない場合には、その旨を内閣総理大臣に送信する

こと。

（健康保険証利用に当たりシステム利用者が支払基金に対して同意する事項）
第５条の４ システム利用者が、健康保険証利用のために、当該利用者証明用電子証明書を支
払基金に送信する場合、支払基金に対して、支払基金によるシステム利用者の健康保険証利用
登録の有無の確認及び当該利用者が過去に登録している場合の健康保険証利用の登録情報更新
のために、機構にシステム利用者の利用者証明用電子証明書の発行の番号を送信することにつ
いて同意したものとみなします。

（健康保険証利用に当たりシステム利用者が機構に対して同意する事項）
第５条の５ システム利用者が、前条の規定により、当該利用者証明用電子証明書を支払基金
に送信する場合、機構に対して次に掲げる事項について同意したものとみなします。
一 前条の規定による利用者証明用電子証明書の発行の番号の送信を受けた場合に、当該利

用者証明用電子証明書の発行の番号を利用して、旧番号を探索すること。
二 前号の探索の結果、旧番号が存在する場合には、旧番号を支払基金に送信すること。
三 第一号の探索の結果、旧番号が存在しない場合には、その旨を支払基金に送信すること。

（アカウントを再度発行する場合の準用）
第６条 住民票コードの記載の修正、利用者証明用電子証明書を再度発行したときその他の本
システムに登録されたアカウントの整備のためにシステム利用者のアカウントを再度登録する
必要があり、当該事象が発生した後、システム利用者が最初に本システムへログインした場合
は、システム利用者は内閣総理大臣及び機構に対して、前二条の規定に準じてアカウントを再
度登録するために必要な手続を行うことについて同意したものとみなします。

（代理人の登録）
第７条 システム利用者が、本システムにより行う操作を第三者に代理させる場合、当該代理
を受けて本システムを操作する者は、当該代理権を設定した範囲内のすべての権限を代理する
ものとみなします。
２ システム利用者が、第三者との間の代理関係を変更又は終了する場合、当該システム利用
者は、必要に応じ本システム上で、遅滞なく必要な操作を行うものとします。
３ 前項の操作の遅延により、システム利用者本人若しくは他の第三者に損害が生じた場合、
本システムを所管する内閣府番号制度担当室は一切の責任を負わないものとします。

（システムに関する知的所有権）
第８条 内閣府番号制度担当室がシステム利用者に提供する一切のプログラム又はその他の著
作物（本利用規約及び本システムの取扱マニュアル等を含みます。以下同じ。）に関する著作
権及び著作者人格権並びにそれに含まれるノウハウ等の知的所有権は、内閣府番号制度担当室
に帰属します。
２ システム利用者は、本システムの利用に際し、内閣府番号制度担当室がシステム利用者に
提供する一切のプログラム又はその他の著作物を次の各号のとおり取り扱うものとします。
一 本利用規約に従って本システムを利用するためにのみ使用すること。
二 複製、改変、編集、頒布等を行わず、また、リバースエンジニアリングを行わないこと。
三 営利目的の有無にかかわらず、第三者に貸与・譲渡し、又は担保の設定をしないこと。
四 内閣府番号制度担当室又は内閣府番号制度担当室が指定する者が表示した著作権表示又
は商標表示を削除又は変更しないこと。

（利用可能時間及び利用の停止等）
第９条 本システムの利用可能時間は、原則として24時間365日とします。
２ ただし、本システムから提供する情報の提供元となる行政機関等のシステムの運転状況等
により、求めた情報が提供できない場合があります。
３ 内閣府番号制度担当室は、次の各号のいずれかに該当すると認められる場合は、システム
利用者に対し、事前にマイナポータルに掲載して、システムの利用の停止、休止又は中断をす
ることができるものとします。ただし、緊急を要する場合は、掲載することなく本システムの
利用の停止、休止又は中断をすることができるものとします。
一 機器等のメンテナンスが予定される場合
二 天災、事変その他の非常事態が発生した場合又は本システムの重大な障害が発生した場
合
三 その他、内閣府番号制度担当室において、本システムの利用の停止、休止又は中断が必
要と判断した場合
４ 内閣府番号制度担当室は、本システムの利用が著しく集中した場合には、本システムの利
用を制限することができるものとします。

（環境条件）
第10条 システム利用者が本システムを利用する際の環境条件は、マイナポータルウェブサイ
トに掲載する条件とします。

（禁止事項）
第11条 システム利用者は、本システムの利用に当たり、次の各号に掲げる行為を行ってはな
りません。
一 本システムを本来の目的以外の目的で利用すること。
二 本システムに対し、不正にアクセスすること。
三 本システムの管理及び運営を故意に妨害すること。
四 本システムに対し、ウィルスに感染したファイルを故意に送信すること。
五 法令若しくは公序良俗に違反する行為又はそのおそれのある行為をすること。
六 その他、本システムの運用に支障を及ぼす行為又はそのおそれのある行為をすること。

２ 内閣府番号制度担当室は、システム利用者が前項各号のいずれかに該当する行為を行った
場合又は行うおそれがあると認められた場合は、事前に通知することなく、本システムの利用
を停止させることができるものとします。

（システム利用者の設備等）
第12条 システム利用者は、本システムを利用するために必要なすべての機器（ソフトウェア
及び通信手段に係るすべてのものを含みます。）を自己の負担において準備するものとします。
その際、必要な手続は、システム利用者が自己の責任で行うものとします。
２ 本システムを利用するために必要な通信費用、電子証明書を取得又は更新するための費用
その他本システムの利用に係る一切の費用は、システム利用者の負担とします。

（免責事項）
第13条 内閣府番号制度担当室は、本システムの利用及び利用できないことによりシステム利
用者又は他の第三者が被った損害について一切の責任を負わないものとします。
２ 内閣府番号制度担当室は、本システムの利用の停止、休止、中断若しくは制限又は通信回
線の障害等により発生したシステム利用者又は他の第三者が被った損害について一切の責任を
負わないものとします。
３ 内閣府番号制度担当室は、本システムの利用に際しマルウェア感染等で生じた被害につい
て、責任を負いません。

（利用規約の改正）
第14条 内閣府番号制度担当室は、必要があると認めるときは、システム利用者に対し事前に
通知を行うことなく、いつでも本利用規約を改正することができるものとします。
２ 内閣府番号制度担当室は、本利用規約の改正を行った場合には、遅滞なくマイナポータル
に掲載し公表するものとします。
３ 前項の公表後に、システム利用者が本システムを利用するときは、システム利用者は改正
後の利用規約に同意したものとみなされます。

（準拠法及び合意管轄裁判所）
第15条 本利用規約には、日本法が適用されるものとします。
２ 本システムの利用に関連して内閣府番号制度担当室とシステム利用者間に生ずるすべての
訴訟については、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所と定めます。



受けられるようになりました！

マイナンバーカードの健康保険証利用で

患者様の同意のもと医師が閲覧できる情報

特定健診情報
４０歳から７４歳までの方を対象に、メタボリックシンドロームに着目
して行われる健診結果の情報です。
※75歳以上の方の健診情報は、後期高齢者健診情報です。

診療/薬剤情報
医療機関を受診した際の診療情報※2および薬局等で受け取ったお薬の情
報※3です。
※2 医療機関名、受診歴、診療年月日、診療行為名（放射線治療、画像診断、病理診断、医学
管理等、在宅医療のうち在宅療養指導管理料、処置のうち人工腎臓、持続緩徐式血液濾過、
腹膜灌流）などが対象です。
※3 注射・点滴等も含む薬剤情報です

メタボ健診とも
呼ばれているよ。

顔認証付きカードリーダーで同意をすると、
初めての医療機関でも、今までに使った正確な薬の情報や

ご自身の過去の受診歴・診療情報を踏まえた健康状況が医師と共有でき※１、
より多くの情報に基づいた、診療を受けることが可能となります。

過去のデータに基づく診療・薬の処方が

※1 同意に基づいて、医療機関からオンライン資格
確認実施機関に特定健診情報等を照会し、医療機関
へ提供されます。

※4 同意画面はイメージです。

（40歳以上対象）
過去の健診情報を当機関に提供する

ことに同意しますか。

同意する 同意しない

過去の診療・お薬情報を当機関に
提供することに同意しますか。

同意する 同意しない

同意画面のイメージ ※4

▼特定健診情報 ▼診療/薬剤情報

マイナンバーカード 保険証 検索

この情報はあなたの診察や
健康管理のために使用します。

この情報はあなたの診察や
健康管理のために使用します。



受けられるようになりました！

マイナンバーカードの健康保険証利用で

顔認証付きカードリーダーで同意をすると、
初めての薬局でも、今までに使った正確な薬の情報や

ご自身の過去の受診歴・診療情報を踏まえた健康状況が薬剤師と共有でき※１、
より多くの情報に基づいた、服薬指導を受けることが可能となります。

過去のデータに基づく服薬指導が

※1 同意に基づいて、薬局からオンライン資格
確認実施機関に特定健診情報等を照会し、薬局
へ提供されます。

※4 同意画面はイメージです。

（40歳以上対象）
過去の健診情報を当機関に提供する

ことに同意しますか。

同意する 同意しない

過去の診療・お薬情報を当機関に
提供することに同意しますか。

同意する 同意しない

同意画面のイメージ ※4

▼特定健診情報 ▼診療/薬剤情報

マイナンバーカード 保険証 検索

この情報はあなたの診察や
健康管理のために使用します。

この情報はあなたの診察や
健康管理のために使用します。

患者様の同意のもと薬剤師が閲覧できる情報

特定健診情報
４０歳から７４歳までの方を対象に、メタボリックシンドロームに着目
して行われる健診結果の情報です。
※75歳以上の方の健診情報は、後期高齢者健診情報です。

メタボ健診とも
呼ばれているよ。

診療/薬剤情報
医療機関を受診した際の診療情報※2および薬局等で受け取ったお薬の情
報※3です。
※2 医療機関名、受診歴、診療年月日、診療行為名（放射線治療、画像診断、病理診断、医学
管理等、在宅医療のうち在宅療養指導管理料、処置のうち人工腎臓、持続緩徐式血液濾過、
腹膜灌流）などが対象です。
※3 注射・点滴等も含む薬剤情報です



患者本人が医療機関での情報提供に同意すると、以下の情報が共有されます。

※1 自己負担限度額を算出する際に適用する区分であり、被保険者等の標準報酬や前年度所得の水準に応じて設
定されるものです。特定疾病療養受療証の特定疾病区分についても、本人の同意があれば医療機関・薬局で
閲覧可能です。

※2 限度額適用・標準負担額減額認定証の交付対象者であれば医療機関に共有されます。

何が変わるの？どんなメリットがあるの？

限度額適用認定証の準備が不要になりました！

 保険者番号
 被保険者証記号・番号
 枝番
 限度額適用認定証区分
 適用区分※1

 交付年月日
 回収年月日
 長期入院該当年月日※2

窓口での支払が高額になる場合に、自己負担額を所得に応じた限度額にする
ために医療機関に提出する証類です。

これからは

これまでは

医療機関・薬局の窓口での支払いを
自己負担限度額までにとどめるためには、
事前に申請し「限度額適用認定証」の

準備が必要でした。

「限度額適用認定証」がなくても、
限度額を超える支払いが免除されます。

※ご加入されている医療保険がデータを登録していない場合には、
これまでと同じ扱いとなります。

マイナンバーカードの健康保険証利用

限度額適用認定証とは？

医療機関・薬局に提供される情報は？
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